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論文内容の要旨

本論文は，光学活性基を含む新規な液晶性化合物を合成し，分子構造と液晶性及び強誘電特性との関

連性について研究したものであり，序論，本論 4 章，及び総括から構成されているO

序論では，本研究の背景と目的について述べているO

第 1 章では， α-置換ケイ皮酸骨格を有するエステル系強誘電性液晶の α-置換基，骨格構造，及び

光学活性基と液晶性及び強誘電特性との関連を検討し， α 一置換基の双極子モーメントの方向と大きさ

が自発分極 CPs) の極性及び大きさと密接な関係があること， α ーメチルケイ皮酸骨格をもっ化合物

は広い温度域でキラルスメクチック C相を示すこと，及び光学活性部位と骨格聞の立体障害が大きいと

大きな Ps を示すことを明らかにしているO

第 2 章では， (R)-3- ヒドロキシン酪酸の n ーアルキルエステル誘導体を光学活'性源とした強誘電性

液晶を合成し，骨格中の連結基や両末端鎖長と液品性及び強誘電特性との関連を検討し，液品相の相系

列， Ps の大きさ，及びチルト角(β)が連結基の位置や種類に依存すること，連結基がエステル基よりも

オキシメチレン基である方が大きな Ps を示すこと， Ps と β の両末端鎖長依存性は全く異なることを明

らかにしている。

第 3 章では，分子内水素結合性を有する(R)- 3 ーヒドロキシノナン酸を光学活性源とした化合物を合

成し，骨格中の連結基の種類及び置換基塩素の位置と液晶性及び強誘電特性との関連を検討し，連結基

がエステル基で一方の芳香環のメタ位もしくは光学活性基側の芳香環のオルト位に塩素を導入するとキ

ラルスメクチック C相が出現すること，光学、活性基が分子内水素結合をしているため比較的大きな Ps

を示すことを明らかにしているo
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第 4 章では，分子構造中に複数の不斉炭素を持つ化合物を合成し，光学活性基の絶対配置や不斉炭素

と結合する極性基の種類と Ps の極性との関連を明らかとし， 2 つの不斉炭素をもっ (2R ， 5S)-

2- ヒドロキシ -5 ーヘキシルー δ ーパレロラクトンを光学活性源とした強誘電性液晶では， Ps の最

大値が3200μC/rrl と極めて大きいものが得られることを示しているO

最後に総括として本研究により得られた結果を基にして，優れた実用的性能を有する強誘電性液晶を

分子設計するための指針を述べているO

論文の審査結果の要旨

本論文は，最近特に注目されている強誘電性液品ディスプレイに使用される新しい液品材料を合成し，

その分子構造と液晶性及び強誘電特性との関連性について検討した結果をまとめたもので，主な成果を

要約すると次のとおりであるO

(1) 強誘電性を示すキラルスメクチック C相の熱安定性は，骨格中の芳香環の数，連結基の種類及び結

合方向，並びに置換基の種類及び位置により影響を受けることを明らかにするとともに，この熱安定

性に及ぼす両末端鎖長の効果は骨格構造により著しく異なることを明確にしているO

(2) 芳香環と共役性を持つ連結基は，秩序度の低いスメクチック A相やキラルスメクチック C相を発現

させやすく，共役性のない柔軟な連結基は，-秩序度の高い高次のスメクチック相を示しやすい傾向が

あること，また大きな双極子をもっ置換基を末端の芳香環のメタ位に導入すると，高次のスメクチッ

ク相を示しやすい傾向があること，高次のスメクチック相の出現が押さえられキラルスメクチック C

相が低温域へと拡張される傾向が現れることを明らかにしているo

(3) 自発分極は，光学活性基と結合する極性基が分子長軸方向に垂直な方向に大きな双極子モーメント

をもち，かっ骨格部と光学、活'性部との聞の内部回転が立体障害のため強く規制され，さらに分子間の

パッキングが高密度で，分子長軸回りの分子の回転も規制された状態にある場合大きくなることを確

認するとともに，分子構造中に複数の不斉炭素をもっ化合物で、は，それぞれの不斉炭素の絶対配置と，

結合する極性基の種類を考慮することにより，自発分極を大きくすることができることを明らかにし

ている。

(4) 大きな立体障害をもっ光学活性基は，液晶相の熱安定性を大幅に低下させ，液晶相を消失させるこ

とがある O このため液品相の熱安定性を損なうことなく，自発分極を増大せしめるには，分子内に 2

個の不斉炭素をもっラクトン環のような光学活性体の分子設計を行い，液晶化合物を合成することが

有力な方法であることを明らかにしている。

以上のように，本論文は強誘電性液晶材料の分子構造と液品性及び強誘電特性との関連性を新しい化

合物を合成し，その基本特性を調べることにより実験的に明らかにしたものであり， この種の新材料設

計に対する指針を与えており，有機材料化学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文とし

て価値あるものと認める。
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